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緒　　　　　害

医学的に重要なハエ揮の主な発生源は便地，畜舎及

び塵芥溜であるが，集団に対して僻地の梁姐を徹底的

に契行してもノ、エの数は頬処理地区と比較して殆んど

減少しない．文，背舎の敵わらを大森式密閉堆肥告で

処理し，塵芥を完全焼却して，僻地の殺姐を徹底的に

実行した下島の実験（未発表）でも，魚肉金網トラッ

プで採集されるハエの教は著しく減少はするが，借且

つ殆んどすペてのハエの軽質が鰊処理地区での発生量

に暗鬼比例して採集できる．これらのハエ蔑時，所謂

三大発生源以外の発生源から発生するか，他地区から

飛来するものと考えられるが，前者の場合に主な発生

源として考え得るものは野糞，鶏糞及び小動物晶であ

る．これらの特殊発生源対策は，上記の三大発生源か

ら発生するハエ類が施設の改善或は薬剤によってかな

りの程度に，或は徹底的に駆除きれた時に初めて大き

く浮び上ってくる問題であろうと考えるのであるが，

我々はその時に党駆けて，今これらの特殊発生源の生

態を明らかにし，その処理対策を講ずるための基礎研

究を行なっておくことが必要である．この意味におい

て著者はこれらの特殊発生源から発生するハエの種贋

と畳を究明するための研究を続けているが，今回は小

動物屍，特にミミズ，魚，カ主ル，へぼ，ヒナ，テン

ジグネズミの死体から発生するハエ預について報告す

る．

稿を進めるに当り，完敗の指導と本稿の校閲を賜わ

った恩師大森南三郎教授，並びに寄生峰の固定をして

頂いた兵庫農科大学の岩田久二雄散華割こ対し衷心より

謝意を表する．東研兜に要した費用の一部は文部省科

学試験研究費補助金によった．ここに記して謝意を表

する■

実　験　方　法

小動物はクロロホルムで麻酔死させ，イワシ，ア㌔

等の鮮魚は鮮魚店から当日の新しいものを求めて同時

に研究所の中庭の日向でハエに曝した■　2m置きに並

べた各動物屍は犬，猫の捕食を防ぐために，荒目の亀甲

網で蔽った．季節により2～5日間ハエに曝して充分

に産卵きれたと思われるものを，夫々の大きさに応じ

た飼育瓶に入れ，綿鞄又は24～32メッシュの金網で童

をして乗除室内で飼育し，幼虫がⅢ令になり始めると

適当に湿らせたオガタガを入れて，この申で蠣化き

せ，蠣から羽化してくるハエの成虫或は寄生蜂を捕殺

してその種類と数を調べた●　同様の完敗を上記中庭に

続く一，1m以上にのびた草原の雑草の繁みの申と，諌

早市の郊列切丘陵地帯にある純農村〔内倉部落）に続

いた裏山の疎林内の三ケ所で路平行して行なった．内

倉部落での宋験では，新しい動物屍を密閉したまま疎

林円へ持ち運び，そこで初めてハエに曝し，以後の処

理は上の場合と全く同様に行なった－即ち新鮮な動物

屍巻中庭の日向と，椎茸の驚みの申のやや湿ったかな

り日当りの悪い環境下と，農村の裏山の疎林内でハエ

に曝し，あとで，どの死体からどのような種項のハエ

が発生してくるかをみようとした．これらの実験は，

1955年5月から9月までの間に，大体月1回ずつ行な

い，これとは別に同年の2月から12月までの問に不定

期に，ネズミ，ヒナ等を研究所構内，床下等でハエに

曝して同様の調査を行なった．以上の各巽験梅見を健＊長崎大学風土病研究所業鰐葦324号
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Tablel Number ofinfested animals with flies

Remarks：1〕且鮎朋抽偏昭て朗椚肌用砧扇刑仇

2〕翫肌清流＝鋸南皿融正極Or71γ即ゐ混用ぶブα如抑古川ぶ．

3〕凱紬＝塙耶脚紺娘油＝海関㈲紺止血レn part乱用g郎飢

4〕Ⅳαまγ亘∬吉富g才■玩鴫in part茸gαj坤β御αかょ〃fγgα払

5〕厨α吉紬ぷ卯和彦g首相S，風光廿Var．虎獅乃閑　乱用f紬5，朗■昭刑胴仁髄抽5．

6〕A collectionincludes about七en worms．

7〕Percentages were obtained against the number ofinfested animals．

宜上一括して報告する．

実験結果及び考察

1955年2月から12月までに繁除に供した動物屍の数

は第瑠嚢の通りでブ　動物の種類によって8～158，合計

433頭で声　その86．6％からハエ幼虫が発生した一　組が

発生しなかったものには用～12月の葦頁ハエ陀曝したが

産卵がみられなかったものと，カエルの場合に7㈲8

月の晴天高温下で速かな乾燥のため卵が贈化しなかつ

たと思われるものとが含まれる．ハニてが羽化してきた

屍数は349顕でク　蛎が発生した屍数の93．1％に当る．

姐が発生したのにハエが羽化して来なかったものの中

にはァ　姐の数が多すぎ、て全部が逸散したり，錯死した

と思われるもの〔ヒナの場合に多くみられる〕，乾燥の

ため幼虫或は蠣の期間中に死んだと思われるもの〔カ

エルの場合にみられる〕，過湿のため直接或は間接に

暁が死滅しノたと思われるもの〔ヒナの場合時々みられ

る〕及び寄生蜂の寄生をうけたもの〔カエルで2例の

みみられる〕等が含まれている■　寄生蜂はァ　姐の発生

した動物屍数の14．1％に当る53頭の屍から発生したハ

ェの蠣から羽化しているがク　これによっては後述す

る．

ハエが羽化してきた349頭の動物屍の種填毎のハエ

の羽化数は第2蓑に示す通りである．

第2表をみるとァ　動物屍の揮街によって発生する各

種のハエの比率がかなりに相違しているようにみえる

が，既に述べた日向と草むら内と山林内の三つの実■

験場所で同時に各種の小動物屍をハエに曝すことが季

節によっては必ずしも容易ではなかったし，ノ、エの発

生は季節的に消長するので，葉酸は無計画的になり才

結果からみれば，その時期に利用できる小動物を出来

るだけ多く使用して実験した事になってしまったの

で，小動物の種類とそれから発生するノ、エの種額との

関係を詳細に吟味する事は困難になった．そこで，今

回の実験では，否々の身近でみられる小動物屍からど

の様なハエや寄生蜂がどの様に発生してくるか，換言

するとク　これらの小動物屍がどの様にハエに利用され

ているかと云う事について主として考えてみる事にし

たい．

第2表に示されているハエの各種観毎の羽化合計数

を，既認（著者，1958ト1959a，b，福田，未発表〕の

他の発生源からの発生数と比較検討してみるとプ　ッシ

マユタバェ才　鼠仁α髄d七gαgg盲及びグロニクパェは動物

屍特有の発生種ではないかと考えられる．フタオクロ

バェ，ヒロズキンバエ，ミドリキンバエ，コガネキンバ

エ，スネアカキンバェ，トウキヨウキンバェ，ナミニ

クパェ及びミセラニクバェは他の発生源からも発生す

るがチ　動物屍を主な発生源としていると考えられる○

ヒメタロノべェ，チャバネヒメクロバユタ　オオイエバ

エ，オオクロバェ，ケブカグロバェ，ホホグロオビキー

ンパェ，センチニクバェ等は夫々の程鞍によって僻地

塵芥溜，野糞等の何れかを主な発生源としていると考「
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Table2　Number of flies breeding out from various dead animals

えられるが，何れも動物昆からも普通に発生するよう

である．イエバエが少数ではあるがカエル，へぼ，ネ

ズミ及びテンジクネズミの死体から発生していること

は注目されるが，これについては後述する．動物屍の

種鞍毎のハエの羽化種数は動物によって8～19種，全

動物を通ずれば25種であって，サシバェを除けば医学

上重要なハエの産額は大体において網羅きれているこ

とは最も注目に値することである．羽化してきたハエ

の性比は仁羽化数の少ない種類を除けば概ね1：1

で，緯羽化数についてみると雌が50■9％を占めてい

る．即ち他の発生■源から発生したハエ環についての場

合と同様，この場合にも雌雄が概ね1：1の割合で羽

化してくることがわかる．

各月毎の，各種小動物屍からのハエの羽化数は第3

表に示す通りで，殆んどの種項が5月頃から10，11月ま

で，これらの動物屍を発生蘭として利用していること

がわかるのであるが，クロバェ撰は例外的にむしろ寒

冷期に利用している．イエバエは8，9月にのみ発生

しているが，その詳細は第4表に示した通りである．

即ちへぼ，テンジグネズミ，ネズミ及びカエルの死体

夫々＝窮から発生しており，これらの動物屍は何れも

屋内或は人家から10m以内の日向や草原でハエに曝し

たものである．このように人家内或は人家の附近で小

動物が死んだ場合にはイエバエを少数ながら発生きせ

得ることは注意すべきことである．

次に研究所中庭の日向と農村の山林内でハエに曝し

た動物荒から発生したハエ群集と，夫々同じ場所で魚

肉金網トラップによって採集きれたハエ群集とを，場

所毎にハエ葦各科の占める百分率で比較してみると第

1園のようになる．この図についてみると，日向では，

各科が占める割合は動物屍から発生したものにおいて

も，魚肉金網トラップで採集されたものにおいても，
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Table3　Number of flies breeding out by months

王rom theindicated numbers o王　dead animals

≡臣空禦」出座」聖聖竺

恵
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Table4　Number of house－fly bred out from a slngle dead animal，

七oge他er with those of七he other flies simultaneously emerged

ニゴ撃〔G轟薄面頂ホ高

覧十十干
Toね1　」　16　i　529　】　＝39　　∈　　268
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Figs・1～5　Comparison ofpercentage number of adult flies emerged from dead

animals with those obtained by fish baited cage trapsin the same place

クロバェ科が圧倒的多数杏占めている点で似通ってい

る．山林内では，動物屍から発生するクロバユ科の割

合がやや低下し，ユタバェ科の割合がかなり高くなつ

ている．イエバエ科〔特にオオイエバエ〕は，山林内

のトラップで多少高率に採襲きれているが，＿動物昆か

らは日向の場合と同様，少数発生しているにすぎ、な

い．

次に，ノ、エ溝の各科円で先々の種珠が占める百分率

を比較すると第2～5園の通りであって，科によって

はトラップで採集きれた群集と，屍体から発生した群・

集との構造がかなり著しく相違する場合がみられる．

帯2園についてハナパ工科の各種顎の群集荷造番場

所毎に比較してみると，日向では，動物屍からの発生

数と，トラップでの採集数あ比率が著しく異なる．こ
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れは僻地を主な発生源とするグロツヤハナパェとコプ

アシヒメイユノミュが計ラップではかなり採集きれてい

るのに動物屍からは全く発生していないこと，ヒメク

軍メェが主削こ動物屍から多発していること等による○

この科のもので，日向で動物屍から多発するものはヒ

メタロバェとチャバネヒメタロバェとである∴山林内

では両群；菓の構造はヒメク間パェが圧倒的な高率巻戻

している点で相似しているがク　チャバネヒメタロノミェ

がトラップでは多少採集きれているのに動物屍からは

撞かしか発生していない点が幾分異なる。

イエバエ科〔第3図）では，日向，山林内の何れに

おいても，発生数と採集数の群集構造がよ　く似てお

り，オオイエバエの占める率が圧倒的に高い●

クロバ工科〔第4図〕では，日向ではミドリキンバ

エ及びヒロ：でキンノミユのように動物荒からの発生数と

トラップでの採集数とが平行的で，かなり或は梢多い

もの，トウキヨウキンパェのように動物屍からは多数

党生するのにトラップでは少数しか採集されないも

の上身ピキンバエ，ケプカタロバェ，オオグロノべェの

如くトラップではかなり採集されるのに，動物屍から

はあまり発生しないもの等がみられる．山林内ではコ

ガネキンバエク　スネアカキン㌧べェ，オオクロバユの動

物屍からの発生数が比較的多く，トラップでもかなり

採集されている・ヒロ：でキン㌧べェが山林内の動物屍か

らは全く発生しないこと，ミドリキン㌧べェの発生量が

日向に比べて著しく少ないことは，これらの両種が山
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杯円ではトラップでも殆んど採集きれないことと共に

興味深いことである．

最後にニクパェ（第5図）についてみると，日向で

はナミニクバェが多数動物屍から発生しているのにト

ラップでの採集数は比較的少なく，センチニクバェは

三連にトラップでは多数採集きれるのに動物屍からはそ

れ程多くは発生していない．山林内でクロユタパ千が

動物屍から短めて多発しているのに日向では殆んど発

鎧をみないことは極めて興味のある事であって，従来

不明であった本種の発生源は山林内の動物屍であるこ

とが，この襲険から明瞭になったわけである－　センチ

エクパェとヂンロクエクバェがトラップではかなり高

率に採集きれているのに，動物屍からは殆んど発生し

ていないことが注意をびくが，前者の主な発生億が僻

地であり，後者のそれは野糞であることを考えれば，

この比率の違いはよく了解できる．

各種小動物1顕からのハエの羽化数は第5蓑に示し

た通りで，例えばネガミでは94gの1疏から1582個体

のハエ（トウキヨウキンパユ，ミドリキンバエ，ナミ

ニクパェ・〕が羽化した例があり，文，68gの＝現から

僅かに3個体（ミドリキンバエ，ナミニクパェ〕の

ハエが発生した場合もあって，平均72gのネズミから

321個体（かハエが羽化したことになる．即ち，ネズミ

の死体は1g当り4～5個体のハエを発生させること

になる．同様にして349魂の動物屍生部についての平

均は1g当り2．2個体である■この表に戻された最多

例は1頭の動物へ産みつけられたいハエの卵数が，そ

の動物屍が育て得るハエ幼虫数の銘々最多限界にあっ

た場合であると考えられるし，最少例は産みつけられ

た卵数が多すぎて殆んどの個体が発育巷完了出来ずに

死滅し，ごく少数のものだけが軽うじて発育を完了し

た場合，或は産卵数そのものが少なかった場合等が含

まれていると思われる．産みつけられた即数が異常に

多くて，これが一画こ脚化した場合にはl～Ⅶ令の頃

Table5　Maximum，Minimum and Average numberof flies

emerged董rom a dead animal

二鳥続喪琵琶忘語義

‡「‾‾「l＿‡＿二㍉＿三＿＿∴三＿
Table6　Nu血ber of dead animals from which theindica七ed

number of fly species have bred out

Animals　モ十竿

享－－i二二「ll≡‡三二三三≡㌻

謁芸1i。4iヲ亘〕［。27ヲ芸〕1。17誓塁〕l〔8ヲ2〕！。2．。ミ　ミ。‰〕
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Table7　Hymenopterousparasitesemerged from

fiy pupae ob七ained from dead animals

忘＼、＼⊥竺ごき　糊　tJun・ざJul・iAug●isept．

箪抽tト声jご∴芋j革
に食物の不足を来し，盛に飼育瓶の列へ脱出する現象

がみられる．例えば5月に実験に供した3相のヒナか

らは，数日間に宣命幼虫932，重合幼虫1780，合計2712

個体のハエ幼虫が脱出してしまい，発育を完了して羽

化してきたものは僅かに13個体〔何れもミドリキンバ

エ〕にすぎなかった・次に，ハエをただ1種類乃至2

軸5種類発生きせた小動物屍の数を各動物種毎にまと

めてみると第6表のようになる．例えばカエルでは，

1種のノヽエが発生した屍数は53，2種のハエが発生

した屍数が23，3種が9頭，ヰ樺が7頭，5樺が1頭

で，6積出上のノヽエを発生させたものはない．同様に

して全動物屍についてみると，1頑のハエを発生させ

た小動物屍数は155頭で，2種以上のノ、エを発生きせ

た屍数は急激にその数が減少している．即ち，ただて

種のハエが発生してくることが最も多く，2～4樫の

ハエが発生することば匿虐ある■　しかし5種を発生さ

せる場合は睦めて少なく♪　6程以上のハエを発生きせ

ることは始んどないと考えてもよいようである．

小動物屍から発生したハエの蛹に寄生する寄生蜂に

ついては，くわし－くは調べられなかったが，第7蓑に

示すように5月から9月までに4種が得られ，4帥か

紺g紬Sp・が5月から9月まで多発し，残りの3軽も

同じ期間内に，時にかなりの発韓がみられる．

摘　　　　　要

1)1955年2月から12月まで,ミミズ,魚,カエル

,ヘビ,ヒナ,ネズミ及びテンジクネズミの7種,

433頭の小動物の死体を研究所の中庭の日向とこれに

続く草むらの中と,農村の山林内でハエに曝し,これ

らから発生するハエ類の種類と数を調べた.

2)供試動物屍数の86.6%から蛆が,ハエの発生し

た屍数の93.1%からハエが,又,14.1%から寄生蜂が

夫々羽化した.

3)349頭の小動物屍から羽化してきたハエの総数

は25種49642個体で,ツシマニクバエ,S. caudagalli,

及びクロニクバエは動物屍特有の発生種であると思わ

れ,フタオクロバエ,ヒロズキンバエ,ミドリキンバ

エ,コガネキンバエ,スネアカキンバエ,トウキョウ

キンバエ,ナミニクバエ及びミセラニクバエは動物屍

を主な発生源としているものと考えられ,ヒメクロバ

エ,チヤバネヒメクロバエ,オオイエバエ,オオクロ

バエ,ケブカクロバエ,ホホグロオビキンバエ,セン

チニクバエ等は動物屍からも普通に発生すると思われ

る.イエバエが8～9月に屋内,人家の10m以内の日

向及び草むらでハエに曝した動物屍4頭(ヘビ,テン

ジクネズミ,ネズミ及びカエル各1頭)から発生した

ことが注目される.全実験を通じて羽化してきたハエ

の性比は概ね1:1である.

4)各月毎の小動物屍からの各種ハエ類の羽化数は

月によつて著しく異なるが,クロバエ科の3種は主と

して寒冷期に,又,ヒメイエバエ属の1種は寒冷期に

も発生しているが,その他のものは概ね5月から10,

11月までの間に盛んに発生する.

5)研究所中庭の日向と,農村の山林内でハエに曝

した小動物屍から発生したハエ群集と,同じ場所で魚

肉金網トラツプによつて採集したハエ群集とを比較す

ると,何れの場所でも,動物屍からの発生数と魚肉金

網トラツプによる採集数の比率が共に高い種類,発生

数の比率は高いが採集数の比率は低いもの,逆に採集

数の比率は高いが発生数の比率は近いもの,及び発生

数,採集数の何れの比率も低いものがみられるが,特

に,クロニクバエが山林内の動物屍から多発したこ

と,ヒロズキンバエ,ミドリキンバエが山林内では日

向に比べて著しく率が低いこと等は興味深い.

6)小動物屍1頭から発生するハエの個体数は,最

多例(体重に比して)で31gのヒナから572個体,最

少例で21gのカエルから1個体で,平均すれば65.1g

の小動物1頭当りのハエの発生数は143.3個体である.

1頭の小動物屍からは,1種類のハエを発生させる場

合が最も多く,2種以上を発生させる場合は急激にそ
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の数が少なくなり,6種以上を発生させる場合は今回

の実験では1例もなかつた.動物屍の種類別にみる

と,ミミズや魚では3種類までを,他のものは何れも

5種のハエを発生させたものも少数ずつはあつた.

7)寄生蜂は5月から9月までにAphaereta sp.,

Exolytus laevigatus Brachymeria fonscolombei

及びSpalangia sp.の4種が得られ,最初の1種は

5月から9月まで各月に亘つて多発し,残りの3種も

同じ期間内に,時にかなり発生する.
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Summary

Small dead animals, earth worm, fish, frog, snake, chicken, rat and guinea pig,
exposed for 2-5 days to flies at open yard of our Institute, in a grassy place in field

near the Institute and in forest near a farm village, were kept under the laboratory

conditions and the number of flies and hymenopterous parasites breeding out from

these carcasses were examined. The experiments were carried out from February to
December of 1955 and the results of which are summarized as follows:

1) Out of 433 dead animals which were exposed to flies, throughout the experi-

ments, 375 animals were infested with fly maggots. From 349 and 53 animals out of

the infested, adult flies and hymenopterous parasites emerged respectively (Table 1).

2) 49642 adult flies belonging to 25 species emerged from 349 carcasses including

seven animals (Table 2). Of the above species, S. tsushimae, S. cauda alli and S.

septentrionalis seem to utilize the small dead animals as their proper breeding sources;
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T . calliphoroides, L. sericata, L. illustris, L, ampullacea, L. porphyrina, H. ligurriens,
S. similis and S. misera seem to do them as chief breeding sources; O. leucostoma, O.

chalcogaster, Muscina stabulans, C. lata, C. grahami, Ch. pinguis, and S. peregrina

seem to do them as ones of their breeding sources too.

3) It is noteworthy fact that Musca domestica vicina bred out from carcasses of

frog, rat, snake, and guinea pig (actually, in each one of them) which were exposed

to flies in or near (within 10 meters of) dwelling houses (Table 4).

4) From dead animals exposed to flies during from February to December, flies

of C. lata, C. grahami and T. calliphoroides were collected mainly in cold months and

F. sp. bred in cold and also in warm season, while, most of the other species of flies

actively bred out during from May to September or October (Table 3). The sex ratio

of adults was nearly 1:1,

5) In Figs. 1-5, the structures of fly associations obtained from animal carcasses

exposed to flies in a open yard and in a forest are compared with those obtained by

fish baited traps set up at respective places on the first day of the carcasses were

being exposed to flies. In some species, the percentage number of flies obtained from

carcasses and that by fly traps are both high, in others one exceeds the other in

various grade and again in others the percentage numbers are both very low. The

most striking fact is that S. septentrionalis which have been unknown about its breed-

ing sources, breed in carcasses in a very high percentage in forest.

6) Maximum number of flies emerged from a single dead animal was 572 flies

from a chicken of 31g in body weight. For a single animal, it was 1582 flies from

a norway rat of 94g, The average was 143 flies from a carcass of 65g in body weight

(Table 5).

The number of dead animals from which only one species of fly emerged was the

largest, while, those from which from 2 to 5 species of flies emerged became abruptly

small with the increase in number of fly species as shown in Table 6.

7) Hymenopterous parasites, Aphaereta sp., Exolytus laevigatus, Brachymeria

fonscolombei and Spalangia sp. emerged from pupae of flies obtained from dead small

animals during from May to September (Table 7).
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